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J
I
C
A
事

前
調

査
団

2
0
0
7
 
F
e
b
.

大
項

目
中

項
目

小
項

目
質

問
内

容
有

無
相

手
先

機
関

参
考

資
料

1
-
1
-
1
 
地

形
図

縮
尺

、
作

成
時

期
国

土
地

理
院

1
-
1
-
2
 
地

形
分

類
図

作
成

範
囲

、
縮

尺
、

作
成

機
関

・
作

成
者

、
作

成
時

期
1
-
1
-
3
 
地

形
に

関
す

る
書

籍
、

論
文

書
籍

・
論

文
の

名
称

、
発

行
機

関
、

発
行

年
1
-
1
-
4
 
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

デ
ー

タ
の

形
式

、
使

用
ソ

フ
ト

、
作

成
機

関
・

作
成

者
、

作
成

時
期

1
-
2
-
1
 
表

層
地

質
図

作
成

範
囲

、
縮

尺
、

作
成

機
関

・
作

成
者

、
作

成
時

期
地

質
研

究
所

1
-
2
-
2
 
地

盤
図

作
成

範
囲

、
縮

尺
、

作
成

機
関

・
作

成
者

、
作

成
時

期

1
-
2
-
3
 
ボ

ー
リ

ン
グ

資
料

資
料

の
種

類
（

井
戸

、
建

築
ほ

か
）

、
媒

体
、

形
式

な
ど

実
例

、
ボ

ー
リ

ン
グ

位
置

図
、

貫
入

試
験

方
法

1
-
2
-
4
 
地

下
水

資
料

井
戸

分
布

図
、

地
下

水
位

図
、

地
下

水
変

動
調

査
1
-
2
-
5
 
深

部
地

下
構

造
に

関
す

る
資

料
地

下
数

千
ｍ

ま
で

の
地

下
構

造
研

究
成

果
1
-
2
-
6
 
地

質
、

地
盤

に
関

す
る

書
籍

、
論

文
書

籍
・

論
文

の
名

称
、

発
行

機
関

、
発

行
年

1
-
2
-
7
 
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

デ
ー

タ
の

形
式

、
使

用
ソ

フ
ト

、
作

成
機

関
・

作
成

者
、

作
成

時
期

1
-
3
-
1
 
活

断
層

分
布

図
作

成
範

囲
、

縮
尺

、
作

成
機

関
・

作
成

者
、

作
成

時
期

地
質

研
究

所
1
-
3
-
2
 
活

断
層

カ
タ

ロ
グ

作
成

機
関

・
作

成
者

、
作

成
時

期
1
-
3
-
3
 
活

断
層

に
関

す
る

書
籍

、
論

文
書

籍
・

論
文

の
名

称
、

発
行

機
関

、
発

行
年

1
-
3
-
4
 
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

デ
ー

タ
の

形
式

、
使

用
ソ

フ
ト

、
作

成
機

関
・

作
成

者
、

作
成

時
期

1
-
4
-
1
 
震

央
分

布
図

（
リ

ヒ
タ

ー
ス

ケ
ー

ル
M
３

以
上

）
作

成
範

囲
、

縮
尺

、
作

成
機

関
・

作
成

者
、

作
成

時
期

国
立

地
震

研
究

所
、

地
震

予
知

セ
ン

タ
ー

1
-
4
-
2
 
震

央
分

布
図

（
リ

ヒ
タ

ー
ス

ケ
ー

ル
M
５

以
上

）
作

成
範

囲
、

縮
尺

、
作

成
機

関
・

作
成

者
、

作
成

時
期

1
-
4
-
3
 
震

源
断

面
図

作
成

機
関

・
作

成
者

、
作

成
時

期
1
-
4
-
4
 
被

害
地

震
年

表
作

成
機

関
・

作
成

者
、

作
成

時
期

1
-
4
-
5
 
被

害
地

震
記

録
、

報
告

書
、

論
文

、
写

真
等

（
1
9
1
1
年

地
震

（
4
5
0
人

死
）

、
2
0
0
3
年

地
震

（
M
:
5
.
4
)
）

資
料

名
、

作
成

機
関

・
作

成
者

、
作

成
時

期
、

M
S
K
震

度
階

分
布

1
-
4
-
6
 
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

、
地

震
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
デ

ー
タ

の
形

式
、

使
用

ソ
フ

ト
、

作
成

機
関

・
作

成
者

、
作

成
時

期

1
-
4
-
7
 
気

象
台

に
よ

る
観

測
計

測
方

法
、

観
測

地
点

1
-
4
-
8
 
鉱

山
局

に
よ

る
地

震
観

測
計

測
シ

ス
テ

ム
、

観
測

地
点

、
観

測
結

果
レ

ポ
ー

ト
1
-
4
-
9
 
強

震
観

測
実

施
機

関
、

計
測

シ
ス

テ
ム

、
観

測
地

点
、

強
振

動
記

録
1
-
4
-
1
0
 
被

害
想

定
直

下
型

地
震

、
（

海
洋

型
）

大
地

震

1
-
5
-
1
 
地

す
べ

り
、

斜
面

崩
壊

、
落

石
危

険
箇

所
作

成
機

関
・

作
成

者
、

作
成

時
期

地
質

研
究

所
、

建
築

・
土

木
ア

カ
デ

ミ
ー

ほ
か

1
-
5
-
2
 
上

記
災

害
事

例
資

料
名

、
作

成
機

関
・

作
成

者
、

作
成

時
期

1
-
5
-
3
 
気

象
、

気
候

資
料

名
、

作
成

機
関

・
作

成
者

、
作

成
時

期
、

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
の

有
無

気
象

庁
1
-
5
-
4
 
デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

デ
ー

タ
の

形
式

、
使

用
ソ

フ
ト

、
作

成
機

関
・

作
成

者
、

作
成

時
期

1
-
6
-
1
 
建

築
基

準
法

建
築

物
の

設
計

基
準

、
構

造
基

準
、

地
震

荷
重

、
構

造
基

準
の

歴
史

的
変

更
時

期
と

変
更

内
容

産
業

貿
易

省
、

ア
ル

マ
テ

ィ
市

産
業

・
建

設
局

構
造

種
別

の
計

算
基

準
（

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
、

鉄
骨

造
、

組
積

造
、

木
造

、
そ

の
他

）
公

共
建

築
物

に
対

す
る

特
別

の
構

造
計

算
基

準
（

重
要

度
係

数
等

）
1
-
6
-
3
 
建

築
標

準
仕

様
書

構
造

種
別

の
建

築
標

準
仕

様
書

カ
ザ

フ
ス

タ
ン

国
「

ア
ル

マ
テ

ィ
地

震
防

災
対

策
計

画
調

査
」

事
前

調
査

（
S
/
W
協

議
）

　
質

問
票

1
.
 
資

料
収

集

1
-
6
-
2
 
構

造
計

算
基

準

1
-
4
 
地

震

1
-
1
 
地

形

1
-
2
 
地

質

1
-
3
 
活

断
層

1
-
5
 
そ

の
他

の
危

険
要

因

1
-
6
 
建

築
法

規
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0
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F
e
b
.

大
項

目
中

項
目

小
項

目
質

問
内

容
有

無
相

手
先

機
関

参
考

資
料

カ
ザ

フ
ス

タ
ン

国
「

ア
ル

マ
テ

ィ
地

震
防

災
対

策
計

画
調

査
」

事
前

調
査

（
S
/
W
協

議
）

　
質

問
票

1
-
7
-
1
 
建

物
耐

震
診

断
建

築
物

の
耐

震
診

断
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
1
-
7
-
2
 
建

物
耐

震
補

強
建

物
の

耐
震

補
強

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
1
-
7
-
3
 
橋

梁
の

設
計

基
準

橋
梁

の
耐

震
設

計
基

準
1
-
7
-
4
 
そ

の
他

イ
ン

フ
ラ

の
基

準
耐

震
基

準
、

耐
震

仕
様

1
-
7
-
5
 
イ

ン
フ

ラ
耐

震
診

断
橋

梁
等

の
イ

ン
フ

ラ
耐

震
診

断
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
1
-
7
-
6
 
イ

ン
フ

ラ
耐

震
補

強
橋

梁
等

の
イ

ン
フ

ラ
耐

震
補

強
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

1
-
8
-
1
 
産

業
危

険
施

設
危

険
施

設
立

地
マ

ッ
プ

、
施

設
規

模
、

建
築

年
数

配
置

図
（

主
要

道
路

、
鉄

道
、

空
港

、
橋

梁
、

上
下

水
道

、
ガ

ス
、

電
力

、
通

信
（

携
帯

電
話

含
む

）
等

）
イ

ン
フ

ラ
の

リ
ス

ト
、

図
面

、
道

路
、

橋
梁

の
一

覧
表

（
イ

ン
ベ

ト
リ

ー
）

リ
ス

ト
、

図
面

（
上

水
道

、
下

水
道

、
電

気
、

通
信

、
ガ

ス
設

備
）

1
-
1
0
-
1
 
防

災
情

報
T
V
、

ﾗ
ｼ
ﾞ
ｵ
、

ｲ
ﾝ
ﾔ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
等

の
ﾒ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
の

普
及

率
1
-
1
0
-
2
 
仮

設
避

難
所

移
動

式
テ

ン
ト

数
（

Y
u
r
t
）

、
生

産
数

、
居

住
実

績

1
-
1
1
 
建

築
・

土
木

研
究

機
関

1
-
1
1
-
1
 
構

造
技

術
者

、
研

究
者

構
造

設
計

者
数

、
大

学
そ

の
他

の
養

成
機

関
名

、
定

員
、

耐
震

技
術

に
関

す
る

研
究

者
リ

ス
ト

と
研

究
テ

ー
マ

都
市

計
画

法
申

請
許

可
シ

ス
テ

ム
1
-
1
2
-
2
 
土

地
利

用
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

、
土

地
利

用
計

画
図

1
-
1
2
-
3
 
都

市
計

画
基

礎
情

報
土

地
利

用
現

況
図

、
人

口
密

度
分

布
、

建
物

棟
数

密
度

分
布

、
公

園
、

緑
地

面
積

1
-
1
2
-
4
 
公

共
施

設
リ

ス
ト

と
地

図
（

学
校

、
病

院
、

役
所

、
警

察
、

消
防

）

1
-
1
3
-
1
 
社

会
経

済
要

因
ア

ル
マ

テ
ィ

市
、

自
治

体
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

レ
ベ

ル
の

社
会

経
済

統
計

2
-
1
-
1
 
技

プ
ロ

案
件

地
震

防
災

及
び

評
価

に
関

す
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

向
上

の
状

況
関

係
機

関

2
-
1
-
2
 
他

ド
ナ

ー
案

件
U
N
D
P
：

H
e
l
p
i
n
g
 
L
o
c
a
l
 
C
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s
 
t
o
 
C
o
p
e
 
w
i
t
h

C
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s
 
o
f
 
t
h
e
 
R
e
c
e
n
t
 
E
a
r
t
h
q
u
a
k
e
 
i
n
 
S
o
u
t
h
e
r
n

U
N
D
P
：

L
o
c
a
l
 
R
i
s
k
 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 
i
n
 
E
a
r
t
h
q
u
a
k
e
 
Z
o
n
e
s
 
o
f

K
a
z
a
k
h
s
t
a
n
 
(
P
h
a
s
e
 
I
I
)

ド
イ

ツ
：

緊
急

対
応

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

米
国

：
ア

ル
マ

テ
ィ

市
を

対
象

と
し

た
地

震
発

生
時

緊
急

対
応

訓
練

中
国

：
地

震
予

知
に

関
す

る
訓

練

2
-
1
-
3
 
防

災
計

画
P
l
a
n
 
f
o
r
 
P
r
e
p
a
r
a
t
i
o
n
 
o
f
 
A
l
m
a
t
y
 
C
i
t
y
 
t
o
 
N
a
t
u
r
e
 
D
i
s
a
s
t
e
r

ア
ル

マ
テ

ィ
市

防
災

局

2
-
1
-
4
 
被

害
予

測
被

害
予

測
調

査
報

告
書

お
よ

び
そ

の
結

果
（

予
測

死
者

約
7
万

5
千

人
・

・
・

・
）

カ
ザ

フ
ス

タ
ン

危
機

管
理

局
、

国
立

地
震

研
究

所

2
-
2
-
1
 
関

連
す

る
国

家
機

関
機

関
名

、
人

員
、

実
施

内
容

、
業

績
地

質
研

究
所

ほ
か

2
-
2
-
2
 
関

連
す

る
州

・
市

機
関

機
関

名
、

人
員

、
実

施
内

容
、

業
績

2
-
2
-
3
 
再

委
託

可
能

な
民

間
企

業
名

称
、

連
絡

先
、

分
野

、
組

織
、

人
員

、
資

本
金

、
業

績
、

契
約

単
価

2
-
2
-
4
 
地

盤
調

査
機

材
機

種
名

、
年

式
、

機
能

、
使

用
可

能
性

2
-
2
-
5
 
貫

入
試

験
貫

入
試

験
方

法
、

結
果

事
例

1
-
1
3
 
社

会
状

況

1
-
8
 
建

築
物

1
-
9
 
社

会
基

盤

1
-
1
0
 
避

難
対

策

1
-
1
2
 
都

市
計

画

1
-
1
2
-
1
 
都

市
計

画
法

1
-
9
-
1
 
イ

ン
フ

ラ
・

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

1
-
7
 
耐

震

2
-
1
 
既

往
調

査
の

現
況

2
-
2
 
地

盤
調

査
技

術

付属資料４
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F
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大
項

目
中

項
目

小
項

目
質

問
内

容
有

無
相

手
先

機
関

参
考

資
料

カ
ザ

フ
ス

タ
ン

国
「

ア
ル

マ
テ

ィ
地

震
防

災
対

策
計

画
調

査
」

事
前

調
査

（
S
/
W
協

議
）

　
質

問
票

2
-
3
-
1
 
法

指
定

区
域

法
指

定
区

域
の

種
類

、
分

布
、

規
制

内
容

、
更

新
時

期
地

質
研

究
所

、
建

築
・

土
木

ア
カ

デ
ミ

ー
ほ

か
2
-
3
-
2
 
関

連
法

上
記

の
根

拠
法

令
、

所
轄

行
政

機
関

2
-
3
-
3
 
G
I
S

G
I
S
精

度
及

び
使

用
状

況
2
-
3
-
4
 
災

害
ﾘ
ｽ
ｸ
評

価
ﾘ
ｽ
ｸ
評

価
結

果
2
-
3
-
5
 
脆

弱
性

評
価

脆
弱

性
評

価
結

果

2
-
4
-
1
 
断

層
モ

デ
ル

研
究

研
究

事
例

、
研

究
内

容
国

立
地

震
研

究
所

、
地

質
研

究
所

2
-
4
-
2
 
活

断
層

の
活

動
性

評
価

活
動

性
評

価
手

法
、

評
価

結
果

2
-
4
-
5
 
危

険
性

（
切

迫
性

）
の

想
定

さ
れ

て
い

る
地

域
危

険
性

（
切

迫
性

）
の

高
い

地
域

分
布

、
対

策
（

実
施

済
み

、
将

来
実

施
）

2
-
4
-
6
 
想

定
震

源
断

層
想

定
震

源
断

層
の

有
無

、
内

容
、

位
置

、
想

定
さ

れ
る

地
震

建
築

許
可

を
す

る
官

庁
、

建
築

タ
イ

プ
別

年
間

許
可

件
数

、
担

当
者

の
数

、
担

当
者

の
学

位
取

得
状

況
審

査
内

容
（

建
築

図
面

、
構

造
計

算
書

、
地

質
調

査
結

果
）

個
人

住
宅

の
審

査
内

容
、

耐
震

仕
様

基
準

施
工

監
理

、
完

了
検

査
の

シ
ス

テ
ム

2
-
5
-
2
 
建

築
士

制
度

設
計

及
び

建
設

す
る

人
間

の
ラ

イ
セ

ン
ス

制
度

2
-
6
-
1
 
建

築
統

計
地

区
別

、
構

造
種

別
、

建
築

年
代

別
建

物
数

2
-
6
-
2
 
建

築
物

被
害

調
査

報
告

Z
h
a
m
b
y
l
（

2
0
0
3
）

そ
の

他
の

地
震

に
よ

る
被

害

2
-
7
-
1
 
イ

ン
フ

ラ
の

被
害

調
査

報
告

Z
h
a
m
b
y
l
（

2
0
0
3
）

そ
の

他
の

地
震

に
よ

る
被

害

2
-
7
-
2
 
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
被

害
調

査
報

告
Z
h
a
m
b
y
l
（

2
0
0
3
）

そ
の

他
の

地
震

に
よ

る
被

害

2
-
8
-
1
 
土

地
利

用
土

地
利

用
図

に
よ

り
過

去
の

状
況

、
現

地
調

査
に

よ
り

現
況

土
地

利
用

把
握

ア
ル

マ
テ

ィ
市

防
災

局
、

建
設

産
業

局
2
-
8
-
2
 
人

口
年

齢
別

、
性

別
、

地
区

別
人

口

2
-
8
-
3
 
イ

ン
フ

ラ
道

路
、

鉄
道

、
電

力
施

設
、

ガ
ス

供
給

施
設

、
上

下
水

道
、

通
信

施
設

な
ど

2
-
8
-
4
 
建

物
建

築
年

、
構

造
別

、
用

途
別

、
地

区
別

2
-
9
-
1
 
国

立
地

震
研

究
所

組
織

・
ス

タ
ッ

フ
（

特
に

地
震

学
、

地
震

工
学

、
地

質
学

技
術

者
）

国
立

地
震

研
究

所

2
-
9
-
2
 
地

質
研

究
所

組
織

・
ス

タ
ッ

フ
（

特
に

危
機

管
理

、
地

震
学

、
地

震
工

学
、

地
質

学
技

術
者

）
地

質
研

究
所

2
-
9
-
3
 
地

震
予

知
セ

ン
タ

ー
地

震
予

知
セ

ン
タ

ー

2
-
9
-
4
 
ア

ル
マ

テ
ィ

市
防

災
局

組
織

・
ス

タ
ッ

フ
（

特
に

危
機

管
理

、
地

震
学

、
地

震
工

学
、

地
質

学
技

術
者

）
ア

ル
マ

テ
ィ

市
防

災
局

2
-
9
-
5
 
ア

ル
マ

テ
ィ

市
産

業
・

建
設

局
組

織
・

ス
タ

ッ
フ

（
特

に
都

市
計

画
、

構
造

、
法

規
、

施
工

技
術

者
）

ア
ル

マ
テ

ィ
市

産
業

・
建

設
局

2
-
9
-
6
 
建

築
・

土
木

ア
カ

デ
ミ

ー
組

織
・

ス
タ

ッ
フ

（
特

に
構

造
技

術
者

、
耐

震
技

術
研

究
者

）
、

研
究

テ
ー

マ
建

築
・

土
木

ア
カ

デ
ミ

ー

2
-
9
-
7

年
間

予
算

2
-
1
0
-
1
 
観

測
所

、
地

震
計

機
器

の
種

類
、

配
置

図
、

伝
達

経
路

国
立

地
震

研
究

所
、

地
震

予
知

セ
ン

タ
ー

2
-
1
0
-
2
 
地

殻
変

動
機

器
の

種
類

、
配

置
図

、
伝

達
経

路
2
-
1
0
-
3
 
そ

の
他

機
器

の
種

類
、

配
置

図
、

伝
達

経
路

2
-
3
 
危

険
、

脆
弱

箇
所

の
把

握

2
-
6
 
建

築
・

大
規

模
構

造
物

の
状

況

2
-
7
 
社

会
基

盤
被

害
状

況

2
-
5
-
1
 
建

築
許

可
シ

ス
テ

ム
2
-
5
 
建

築
制

度

2
.
 
状

況
把

握

2
-
4
 
想

定
さ

れ
る

地
震

の
把

握

2
-
8
 
社

会
条

件

2
-
9
 
組

織
、

機
関

の
状

況

2
-
1
0
 
観

測
設

備

付属資料４



J
I
C
A
事

前
調

査
団

2
0
0
7
 
F
e
b
.

大
項

目
中

項
目

小
項

目
質

問
内

容
有

無
相

手
先

機
関

参
考

資
料

カ
ザ

フ
ス

タ
ン

国
「

ア
ル

マ
テ

ィ
地

震
防

災
対

策
計

画
調

査
」

事
前

調
査

（
S
/
W
協

議
）

　
質

問
票

2
-
1
1
-
1
 
住

民
教

育
の

実
績

地
震

防
災

教
育

の
実

績
2
-
1
1
-
2
 
今

後
の

実
施

計
画

地
震

防
災

教
育

の
計

画
2
-
1
1
-
3
 
予

警
報

・
避

難
体

制
の

整
備

予
警

報
シ

ス
テ

ム
、

避
難

体
制

の
現

状

2
-
1
2
-
1
 
災

害
ﾘ
ｽ
ｸ
の

把
握

災
害

ﾘ
ｽ
ｸ
評

価
、

脆
弱

性
評

価
、

災
害

シ
ナ

リ
オ

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

2
-
1
2
-
2
 
災

害
保

険
自

然
災

害
保

険
制

度

2
-
1
3
-
1
 
応

急
対

応
体

制
組

織
・

ス
タ

ッ
フ

ほ
か

2
-
1
3
-
2
 
人

命
救

助
救

命
・

救
急

活
動

2
-
1
3
-
3
 
被

災
者

支
援

緊
急

避
難

体
制

食
料

・
飲

料
水

、
物

資
の

供
給

仮
設

住
宅

保
健

医
療

体
制

2
-
1
4
-
1
 
復

旧
・

復
興

体
制

組
織

、
ス

タ
ッ

フ
ほ

か

2
-
1
5
-
1
 
国

家
防

災
計

画
活

動
実

態
（

中
央

、
地

方
）

、
実

績
2
-
1
5
-
2
 
準

拠
法

2
-
1
6
-
1
 
建

築
･
土

木
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

社
名

、
連

絡
先

、
人

員
、

保
有

機
材

、
資

本
金

、
実

績
、

契
約

単
価

、
報

酬
基

準
2
-
1
6
-
2
 
ボ

ー
リ

ン
グ

・
地

質
調

査
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

社
名

、
連

絡
先

、
人

員
、

保
有

機
材

、
資

本
金

、
実

績
、

契
約

単
価

2
-
1
6
-
3
 
観

測
デ

ー
タ

等
の

処
理

業
者

社
名

、
連

絡
先

、
人

員
、

ハ
ー

ド
･
ソ

フ
ト

の
技

術
レ

ベ
ル

、
実

績
、

契
約

単
価

2
-
1
7
 
関

連
団

体
2
-
1
7
-
1
 
防

災
関

連
組

織
・

団
体

（
N
G
O
含

む
）

組
織

名
、

ス
タ

ッ
フ

数
、

活
動

内
容

2
-
1
8
-
1

上
記

資
料

の
公

開
、

調
査

へ
の

利
用

障
害

全
関

係
機

関

2
-
1
9
-
1

上
記

資
料

等
の

費
用

全
関

係
機

関

2
-
1
2
 
災

害
予

防

2
-
1
5
 
地

震
防

災
対

策

2
-
1
6
 
業

務
再

委
託

2
-
1
1
 
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ
・

社
会

の
防

災
力

2
-
1
3
 
応

急
対

応

2
-
1
4
 
復

旧
・

復
興

2
-
1
8
 
資

料
の

公
開

、
利

用
可

能
性 2
-
1
9
 
費

用

付属資料４



     

Во
пр
ос
ни
к 

 

дл
я 
по
дг
от
ов
ит
ел
ьн
ог
о 
из
уч
ен
ия

  

пл
ан
а 
м
ер
оп
ри
ят
ий

 п
о 
пр
ед
от
вр
ащ

ен
ию

 б
ед
ст
ви
й 
от

 зе
м
ле
тр
яс
ен
ий

 

 в
 А
лм

ат
ы

 Р
ес
пу
бл
ик
и 
К
аз
ах
ст
ан
а 

(Д
ля

 п
ро
ве
де
ни
я 
со
ве
щ
ан
ий

 с
 п
ре
дс
та
ви
те
ля
ми

 го
ро
да

 А
лм
ат
ы 
по

 д
ок
ум
ен
ту

 S
/W

) 
  

Ц
ел
ь 
да
нн
ог
о 
во
пр
ос
ни
ка

 за
кл
ю
ча
ет
ся

 в
 то
м,

 ч
то
бы

 п
ол
уч
ит
ь 
ин
фо
рм
ац
ии

  
дл
я 
бе
сп
ер
еб
ой
но
го

 п
ро
ве
де
ни
я 
из
уч
ен
ия

 и
 п
ер
ег
ов
ор
ов

. 
П
ро
си
м 
пр
ед
ос
та
ви
ть

 н
ам

 м
ат
ер
иа
лы

 и
ли

 д
ат
ь 
св
ед
ен
ия

 о
 то
м,

 гд
е 
их

 м
ож

но
 п
ри
об
ре
ст
и.

 
П
о 
ме
ре

 в
оз
мо
ж
но
ст
и,

 п
ож

ал
уй
ст
а,

 о
тв
еч
ай
те

 н
а 
вс
е 
во
пр
ос
ы

 н
а 
ан
гл
ий
ск
ом

 я
зы
ке

. 
За
ра
не
е 
Ва
с 
бл
аг
од
ар
им

 за
 В
аш

е 
со
тр
уд
ни
че
ст
во

. 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 Я
по
нс
ко
е А

ге
нт
ст
во

 М
еж
ду
на
ро
дн
ог
о 
С
от
ру
дн
ич
ес
тв
а 
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№
 

Во
пр
ос
ы 

/ Н
уж

ны
е м

ат
ер
иа
лы

 
ес
ть

 / 
не
т 

О
рг
ан
из
ац
ия

 
Сп

ра
во
чн
ые

 
ма
те
ри
ал
ы

 

1-
1-

1Т
оп
ог
ра
фи

че
ск
ая

 к
ар
та

 

М
ас
ш
та
б,

 го
д 
со
ст
ав
ле
ни
я 

 
 

А
ге
нт
ст
во

 
по

 
уп
ра
вл
ен
ию

 
зе
ме
ль
ны

ми
 

ре
су
рс
ам
и 

 

1-
1-

2 
Ка
рт
а 
кл
ас
си
фи

ка
ци
и 
по

 
то
по
гр
аф
ич
ес
ки
м 
ха
ра
кт
ер
ис
ти
ка
м 

Те
рр
ит
ор
ия

, п
ок
ры

ва
ем
ая

 к
ар
то
й 

/ м
ас
ш
та
б 

/ н
аз
ва
ни
е 

ор
га
ни
за
ци
и-
со
зд
ат
ел
я 
ил
и 
ка
рт
ог
ра
фа

 / 
пе
ри
од

 со
ст
ав
ле
ни
я 

 
 

 
 

 

1-
1-

3 
Н
ау
чн
ые

 к
ни
ги

 и
 л
ит
ер
ат
ур
а 

по
 то

по
гр
аф
ии

 
Н
ау
чн
ые

 к
ни
ги

 и
 л
ит
ер
ат
ур
а,

 и
зд
ат
ел
ьс
тв
о,

 го
д 
из
да
ни
я 

 
 

 
 

 

1-
1-

4 
Ц
иф

ро
вы
е 
да
нн
ы
е 

Ф
ор
ма
т ц

иф
ро
вы
х 
да
нн
ых

 / 
пр
ог
ра
мм

но
е о

бе
сп
еч
ен
ие

 / 
со
зд
ат
ел
ь 

( и
нд
ив
ид
уу
м,

 л
иб
о 
ор
га
ни
за
ци
я)

 / 
пе
ри
од

 с
ос
та
вл
ен
ия

 
 

 
 

 

1-
1 

То
по
гр
аф
ия

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1-

2-
1 
Ге
ол
ог
ич
ес
ка
я 
ка
рт
а 

по
ве
рх
но
ст
но
го

 сл
оя

 
Те
рр
ит
ор
ия

, п
ок
ры

ва
ем
ая

 к
ар
то
й 

/ м
ас
ш
та
б 

/ н
аз
ва
ни
е 

ор
га
ни
за
ци
и-
со
зд
ат
ел
я 
ил
и 
ка
рт
ог
ра
фа

 / 
пе
ри
од

 со
ст
ав
ле
ни
я 

 
 

И
нс
ти
ту
т 

ге
ол
ог
ич
ес
ки
х 
на
ук

 

1-
2-

2 
Ка
рт
а 
гр
ун
то
в 

Те
рр
ит
ор
ия

, п
ок
ры

ва
ем
ая

 к
ар
то
й 

/ м
ас
ш
та
б 

/ н
аз
ва
ни
е 

ор
га
ни
за
ци
и-
со
зд
ат
ел
я 
ил
и 
ка
рт
ог
ра
фа

 / 
пе
ри
од

 со
ст
ав
ле
ни
я 

 
 

 
 

 

1-
2-

3 
Бу
ре
ни
е 

Ви
д 
бу
ре
ни
я 

(с
кв
аж
ин
а, 
ко
ло
де
ц 
и 
т.д

.) 
/ к
он
кр
ет
ны

е п
ри
ме
ры

 
бу
ре
ни
я 

/ с
хе
ма

 м
ес
т б

ур
ен
ия

 / 
ме
то
д 
ис
пы

та
ни
я 
на

 
пр
он
ик
но
ве
ни
е 

 
 

 
 

 

1-
2-

4 
П
од
зе
мн
ая

 в
од
а 

Ка
рт
а 
ра
сп
ре
де
ле
ни
я 
ко
ло
дц
ев

 / 
ка
рт
а 
ур
ов
ня

 п
од
зе
мн
ых

 в
од

 / 
ис
сл
ед
ов
ан
ие

 п
о 
ко
ле
ба
ни
ю

 у
ро
вн
я 
по
дз
ем
ны

х 
во
д 

 
 

 
 

 

1-
2-

5 
Гл
уб
ок
ая

 п
од
зе
мн
ая

 ст
ру
кт
ур
а

И
сс
ле
до
ва
ни
е 
по

 п
од
зе
мн
ой

 ст
ру
кт
ур
е 
до

 н
ес
ко
ль
ки
х 
ты
с.

 
ме
тр
ов

 
 

 
 

 
 

1-
2-

6 
Н
ау
чн
ые

 к
ни
ги

 и
 л
ит
ер
ат
ур
а 

по
 ге
ол
ог
ии

 и
 гр
ун
та
м 

Н
ау
чн
ые

 к
ни
ги

 и
 л
ит
ер
ат
ур
а /

 и
зд
ат
ел
ьс
тв
о 

/ г
од

 и
зд
ан
ия

 
 

 
 

 
 

1-
2-

7 
Ц
иф

ро
вы
е 
да
нн
ы
е 

Ф
ор
ма
т ц

иф
ро
вы
х 
да
нн
ых

 / 
пр
ог
ра
мм

но
е о

бе
сп
еч
ен
ие

 / 
со
зд
ат
ел
ь 

( и
нд
ив
ид
уу
м,

 л
иб
о 
ор
га
ни
за
ци
я)

 / 
пе
ри
од

 с
ос
та
вл
ен
ия

 
 

 
 

 

1-
2 
Ге
ол
ог
ия

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1-

3-
1 
Ка
рт
а р

ас
пр
ед
ел
ен
ия

 
ак
ти
вн
ых

 р
аз
ло
мо
в 

Те
рр
ит
ор
ия

, п
ок
ры

ва
ем
ая

 к
ар
то
й 

/ м
ас
ш
та
б 

/ н
аз
ва
ни
е 

ор
га
ни
за
ци
и-
со
зд
ат
ел
я 
ил
и 
ка
рт
ог
ра
фа

 / 
пе
ри
од

 со
ст
ав
ле
ни
я 

 
 

И
нс
ти
ту
т 

ге
ол
ог
ич
ес
ки
х 
на
ук

 

1.
 

Сб ор
 

да
н

ны х 
 

1-
3 
А
кт
ив
ны

й 
ра
зл
ом

 
1-

3-
2 
Ка
та
ло
г а
кт
ив
ны

х 
ра
зл
ом
ов

 
Со

зд
ат
ел
ь 

( и
нд
ив
ид
уу
м,

 л
иб
о 
ор
га
ни
за
ци
я)

 / 
пе
ри
од

 со
ст
ав
ле
ни
я
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1-
3-

3 
Н
ау
чн
ые

 к
ни
ги

 и
 л
ит
ер
ат
ур
а 

по
 а
кт
ив
ны

м 
ра
зл
ом
ам

 
Н
ау
чн
ые

 к
ни
ги

 и
 л
ит
ер
ат
ур
а /

 и
зд
ат
ел
ьс
тв
о 

/ г
од

 и
зд
ан
ия

 
 

 
 

 
 

1-
3-

4 
Ц
иф

ро
вы
е 
да
нн
ы
е 

Ф
ор
ма
т ц

иф
ро
вы
х 
да
нн
ых

 / 
пр
ог
ра
мм

но
е о

бе
сп
еч
ен
ие

 / 
со
зд
ат
ел
ь 

( и
нд
ив
ид
уу
м,

 л
иб
о 
ор
га
ни
за
ци
я)

 / 
пе
ри
од

 с
ос
та
вл
ен
ия

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1-

4-
1 
Ка
рт
а р

ас
пр
ед
ел
ен
ия
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面談者リスト 
Ⅰ．国家機関 

１．アルマティ市 AKIMAT 

副市長 

Mr.Yakov ZAYATS Deputy governor of Almaty 

 

Department of mobilization preparation and extreme situations of Almaty city 

Mr. Baurzhan ISKAKOV Director, Department of mobilization preparation and 

extreme situations 

Mr. Sergei KPMAROV Deputy Director 

Mr. Seit TULYBAEV Head, section of analysis and planning 

Ms. Zeinegul AZHFANOVA Head, section of emergency situation natural disposition

Ms. Kymbat KARIEVA Head, section of personnel and office work 

Mr. Kairat DULIDABEKOV Head, section of man made disasier 

Ms. Djauhariya ABUOVA Main specialist 

Mr. Islam MAKUMBEKOV Main specialist 

Mr. Aidyn TEMESYEV Main specialist 

Mr. Aleksei CMYALOV Main specialist 

 

Department of business and industry 

Mr. Yerbol SHORMANOV Director 

Ms. Alfiya BALOVA Deputy Director 

Ms. Assel NASSYROVA Head, section of the external economic and cultural 

affairs  

 

Department of construction 

Mr.  Kajimurat USENOV Director 

Mr. Kairat NURKADILOV Deputy Director 

Mr. Mazan SERGAZIN Deputy Director 

Mr. Murat KUNEV Head of section 

Mr. Temurhan ARYMBAEV Head of section 

 

Department passenger transport and automobile roads 

Mr. Aitkazai ARYKBAEV Deputy Director 

Mr. Bekbolat KONURBAEV Head, section of development road network and 

infrastructure 

 

Department of energy and public utility 

Mr. Iuaiosh BEISEIBISYV Director 

 

Department of natural resources and regulation of nature management  

Mr. Sultaibek IBAKEJANOV Director 

Mr. Altai RAHIMBETOV Deputy director 

Mr. Ermurat ATABAEV Director, national natural park «Medeu» 

 

Department of preparedness activity, civil defense, organization, warning and liquidation of damages and act of 

God 

Mr.Erke ASPAMBETOV Director 

 

 

付属資料５



Department of architecture and town-planning 

Mr. E. NYSAMBAEV Deputy director 

 

Department of dwelling 

Mr. Turuebei IZMAGAIBETOV Deputy director 

 

 

２．Ministry of emergency services of the Republic of Kazakhstan, Department for the Almaty city 

Mr. Uryi ILYIN Deputy warden of the Department for the Almaty city 

Mr. Sabii AIGAMBEKOV Deputy director of department 

Mr. Yrii IPYN Deputy director of department 

Mr. Nurlan DUGUGIEV Head, section of planning of civil defense 

Mr. Murat ZHMATAEV Head, section of emergency reaction 

Mr. Cyrym SHARIPFANOV Head, section of population protection 

Mr. Tuzhuigavi MEDZHBETHEV Head, section of personnel  

Mr. Kanatbek SYDYKOV Head, section of warning 

Mr. Dmitrii TATARENKO Head, section of system analysis 

Mr. Pavel VAHRUSYEV Head, section of preparation and training for population 

Mr. Orab ZHREISHIN Main specialist, section of development Kazakhstan 

language 

Ms. Nataliya FEDOROVA Main specialist, section of communication 

Mr. Bagsslab PABLOV Senior officer 

Mr. Kanaibek SYDYKOV Head of section 

Mr. Tursynzazy MEDEIBEKOV Head of section 

 

３． Ministry of emergency 

Mr. Ablai SABDALIN Deputy minister 

Mr. S. GABBASOV Director 

Ms. H. KIM Press secretary of minister 

Ms. L. LUKPENOVA Head, international office 

Mr. A. SEIHANOV Head of section 

Mr. E. SULTANBAEV Director, scientific research institute of mineral 

colloid-dispersion 

 

４．Ministry of economy and budget planning  

Mr. Samat SAGYNDYKOV Director, department of investment policy and planning 

Ms. Dibogul MAGERBAEVA Head of division 
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Ⅱ．その他関係機関 

１．Center of sciences about the Earth, metallurgy and enrichment  

Mr. Pytr PLEKHANOV Deputy of general director 

 

２．GASK (national architectonical-construction control 

Mr. Ardak KONTARBAEV Director GASK 

Mr. Erik BEISIMBAEV Director, scientific practical center 

Ms. SAulya JONKINA Deputy director, scientific practical center 

Mr. Azomat BAIKENOV Head, legal section 

Ms. Jurguli MUSTOIFINA Engineer, engineering section 

Ms. Tyliyna TYOI Engineer, engineering section 

 

３．Institute of seismology 

Mr. Tanatkan ABAKANOV Director 

Mr. Anatorii LI Deputy director 

Mr. Nursorsek UZBEKOV Deputy director 

Mr. Anat BEISENBAEV Head, seismic experimental methodical experiment 

Ms. Lisa ESEKZEIPETOVA Head, section of international relations 

Ms. Natalya SILACHEVA Chief research officer 

 

４．KazNIISSAA 

Mr. Marat ASHIMBAEV Director 

Yuly SHAHNOBICH Director of laboratory 

Mr. Vladimir LAPIN Academic secretary 

 

５．Center of geology 

Mr. Bulat RAKISHEV Director 

Mr. Aleksandr DARBADAEV Deputy director 

Mr. Sulim OZDOEV Deputy director 

Mr. Badim KOSHKIN Main research officer 

Mr. Bladimir BACHKAREV Head, laboratory of engineering geodynamics 

Mr. Kamysbek OTARBAEV Scientific secretary 

 

６．KazGASA 

Mr. Kamadiar KASEIOV Pro-rector of academically matter / professor 

Ms. Gulihara ABDRASILOVA Pro-rector of external constraint / professor 

Ms. Gauhar SADVOKAEOVA Dean / professor 

Mr. Kabduklagari KOURUZBALI Dean 

Mr. Oleg PYAK Dean 

Ms. Bibinur TAPEEIUEVA Professor 

Mr. Gelee BAKIROV Professor 

Mr. G. KISAMEUAN Professor 

Mr. Vstalii XAMYAKOV Professor 

Mr. Bekrimshad IEAUNEV Professor 

Mr. Dmitorii KIM Professor assistant 

 

７．Prognoz 

Mr. Mukhatar KHAYDAROV Director 

Ms. Svetlana TULEYEVA Director, NGA «MAN ＆ELEMENT» 
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８．Joint-stock company ALMATY HYDROGEOLOGY 

Mr. Seisenbek MUSTAPHAEV Director 

Mr. Raxmabdll AYAZBAEV Deputy director 

Mr. Vladimir SMOLYAR Main hydrologist 

 

９．Hydrometeorology research- and production center 

Mr. Erdos KUBAKOV Deputy general director 

Ms. Olga ABRAMENKO Head of section 

Ms. Lidiya NIKIFOROVA Head, section of hydrologic forecast 

Ms. Svetlana SHVAREVA Director, hydro-meteorological center 

 

１０．School № 175 

Ms. Gauhar MANEKEEVA Director 

 

１１．School № 124  

Ms. Ludmila TOKTSAPBAIRA Director 

Ms. Uldash KURMANALIEVA Deputy director 

 

１２．Almaty City rescuer service 051 

Mr. Jeksenbai ABDULOV Deputy Director 

Mr. Nujan DJUMYBAEV Head, section of dispatching service 

Mr. Dauren ANLFSHEV Head, section of project management 

Mr. Evgenii VESOLOV Main specialist, section of programming 

Mr. Valerii MAMLYASOV Main specialist, section of cartography 

Mr. Viktor KORYTEPEV Main specialist, section of cartography 

 

１３．Kazselezaschita 

Mr. Vadim VINOKHODOV Chief Deputy 

 

１４．KAZGIZ (Geotechnical and seismic researches for construction) 

Mr. Vladimir BELOSLYUDTSEV  

 

１５．Water Channel (State community enterprise) 

Mr. Vasily ZUEV  

 

１６．Limited liability company, design surveying center «TRANSSTROIPROEKT» 

Ms. Tatiyana URAZGALIEVA Deputy director 

 

１７．Aero asahi corporation  

Ms. Raushan KALIKOVA Manager Almaty office 

 

１８．Firm Laton ltd. 

Mr. Edyge AUYELBEKOV Deputy director 

 

１９．Geoekbator ltd.  

Mr. Viktor KOROSTELEV Director 

Mr. Iliya KOROSTELEV Deputy director 

 

２０．Center of quiescency  

Mr.Kanat BAZARBAEV Deputy Director 
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Ⅲ．ドナー 

UNDP 

Ms. StelaianaNEDERA Deputy Resident Representative 

Mr. Alexandr KRAVCHUK Project manager 

Ms. Victoria BEIDALINA Program coordinator 

Ms. Inkar KADYRISANOVA Head, section of SD Unit 

Mr. Bakmut EHEXEMBUY Project assistant 

Ms. Svetlana TULEYEVA Director, NGA «MAN ＆ELEMENT» 

Ms. Ludmila BAKHAREVA Seputy director, «MAN ＆ELEMENT» 

Mr. Nuzlan PANZABEKOV Head6 department of disaster management, Red 

crescent of Kazakhstan 
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収集資料リスト 

No. 資料の名称 形態 発行機関 

1 Kazakhstan Natural Disaster Preparedness Plan 図書 Emergency Agency of 

the Republic of 

Kazakhstan 

2 План подготовленности Казахстана к природным 

катастрофам (Kazakhstan Natural Disaster Preparedness 

Plan) 

図書 Emergency Agency of 

the Republic of 

Kazakhstan 

3 План подготовленности города Алматы к природным 

катастрофам 

(Almaty Natural Disaster Preparedness Plan) 

図書  

(Almaty City) 

4 Rescue Service of Almaty City under Akimat of Almaty 図書  

5 Алматы и чрезвычайные ситуации, Должен знать 

каждый … Практические советы для безопасности 

жизнедеятельности 

(Almaty People and Emergency Situations, Everyone should 

know...., Practical Advices for safe life) 

冊子 the Department of 

Mobilization 

Preparation and 

Emergency of Almaty 

5 Problems of Destructive Earthquake Disaster Prevention 

Proceedings of the First Kazakhstan-Japan Workshop 25-28 

June 2001 

図書 Institute of 

Seismology, JICA, 

Emergency Agency of 

the Republic of 

Kazakhstan 

6 Problems of Destructive Earthquake Disaster Prevention 

Proceedings of the Second Kazakhstan-Japan Workshop 

23-25 September 2002 

図書 Institute of 

Seismology, JICA, 

Emergency Agency of 

the Republic of 

Kazakhstan 

7 Catalogue 2004-2006, Kazakh Leading Academy of 

Architecture and Civil Engineering 

冊子 建築・土木アカデミ

ー 

8 Institute of Seismology 冊子 Institute of Seismology

9 ДГП «Институт сейсмологии» 

プレゼンテーション資料 

コピー, 

ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝ

ﾄ電子ﾃﾞｰ

ﾀ 

Institute of Seismology

10 Республиканское государственное предприятие 

«Казгидромет»  Научно-производственный 

冊子 Kazgidromet 

(hydrometeorology 
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Гидрометеорологический Центр (ГМЦ) 

共和国国営企業 «Kazgidromet» 学術産業水文気象ｾﾝﾀｰ

(GMTS) 

research-and 

production center ) 

11 組織図 Структура Казгидромета コピー Kazgidromet 

(hydrometeorology 

research-and 

production center ) 

12 Научно-производственный Гидрометеорологический 

Центр (ГМЦ) 

「水文気象研究産業センター」 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ Kazgidromet 

(hydrometeorology 

research-and 

production center ) 

13 Local Risk Management in Earthquake Zones of 

Kazakhstan 

図書 UNDP 

14 Управление рисками на местном уровне в 

сейсмоопасных зонах Казахстана (Local Risk 

Management in Earthquake Zones of Kazakhstan) 

図書 UNDP 

15 Lessons from Lugovskoy Earthquake of 23 May 2003, for 

Kazakhstan 

図書 UNDP 

16 - Землетрясение.  А ты готов !? 

「地震だ。君の用意は!?」（大人向け） 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ UNDP 

17 How to get ready for an earthquake 

- Как быть готовым к землетрясению 

「どうやって地震に備えるの」（子供向け） 

冊子 

CD-ROM

UNDP 

18 Regional Workshop on Building Capacity and Preparedness 

of Population to Emergencies 

CD-ROM UNDP 

19 UN/TV 2006 CD-ROM UNDP 

20 Государственная акционерная компания 

ГИДРОГЕОЛОГИЯ 

国営株式会社「水文地理」 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ 国営株式会社「水文

地理」 

21 Служба спасения города Алматы 

(Almaty City rescuer service) 

 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ Almaty City 
rescuer service 051
 

22 Структура ГУ «Казселезащита» МЧС РК 

緊急事態省付属 Kazselezaschita 組織図 

コピー Kazselezaschita 

23 ポスター ポスター NGA «Man ＆

Element» 
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24 АБВ информационная карточка, основные понятия о 

стихийных бедствиях 

「ＡＢＣ、情報カード、自然災害の基礎知識」 

ポケット

版 

NGA «Man ＆

Element» 

25 АБВ информационная карточка, основные понятия о 

стихийных бедствиях 

「ＡＢＣ、インストラクターのためのマニュアル」 

冊子 

（大） 

NGA «Man ＆

Element» 

26 АБВ информационная карточка, основные понятия о 

стихийных бедствиях 

「ＡＢＣ、情報カード、自然災害の基礎知識」 

冊子 

（小） 

NGA «Man ＆

Element» 

27 План подготовки семьи к чрезвычайным ситуациям 

「家族の自然災害準備プラン」 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ NGA «Man ＆

Element» 

28 «Инициатива сейсмической безопасности Центральной 

Азии» в Казахстане  

「中央ｱｼﾞｱにおける地震安全イニシアチブ」in カザフ

スタン 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ NGA «Man ＆

Element» 

29 Руководство «учебник по снижению неструктурного 

риска» 

「非構造リスク軽減の教科書」マニュアル 

冊子 NGA «Man ＆

Element» 

30 Стихия, спаси себя и других, землетрясение 

「災害、自分と他人を救え、地震」 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ NGA «Man ＆

Element» 

31 Пособие по подготовке школ к ЧС 

「学校の緊急事態準備手引書」 

冊子 NGA «Man ＆

Element» 

32 Руководство для больниц; подготовленность к 

стихийным бедствиям (землетрясениям) 

「病院のための自然災害（地震）準備マニュアル」 

冊子 NGA «Man ＆

Element» 

33 Основные понятия по стихийным бедствиям 

bda-абв ;basic disaster awareness  

CD-ROM NGA «Man ＆

Element» 

34 Инструкция по организации и ведению Гражданской 

обороны Республики Казахстан 

「カザフスタン共和国民間防衛の組織運営マニュア

ル」 

ﾌｧｲﾙ NGA «Man ＆

Element» 

35 Сборник нормативных правовых актов о чрезвычайных 

ситуациях природного и техногенного характера, 

Законы Республики Казахстан (книга II)「自然性及び

技術性緊急事態に関する法と法規、カザフスタン共

和国法（第 2 本）」 

冊子 防災局 
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36 地図 1：10,000 （8 葉） 地 図 8

葉 、

CD-ROM

Cartographic company 

«GEO» 

（地図販売所） 

37 地図 1：20,000 地図 4 葉 Cartographic company 

«GEO» 

（地図販売所） 

38 Almaty – durability test 新聞記事 日本国大使館 

39 リスクマップ 電子ﾃﾞｰﾀ UNDP 

40 Экологизация водопользования г. Алматы 「アルマティ

市水利用のエコロジー化」 

コピー Laton ltd. 

41 Kazgeocosmos 冊子 Kazgeocosmos 

42 Seismic hazard reduction in Almaty コピー American red cross 

43 Seismic hazard reduction in Central Asia コピー American red cross 

44 Проект «Управление рисками на местном уровне в 

сейсмоопасных зонах Казахстана (фаза II)»; 

「ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ地震危険地域ｺﾐｭﾆﾃｨﾚﾍﾞﾙﾘｸｽ管理ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(ﾌ

ｪｰｽﾞ 2)」 

Карты зон риска по городу Алматы и Алматинской 

области 

Risk mapping for Almaty and Almaty region 

コピー UNDP 

45 Инженерно-геологический разрез II-II 

「地質断面図」 

コピー Turkuaz invest ltd.(ﾄﾙｺ

建設会社) 

46 Гидрогеологический разрез предгорной равнины 

Заилийского Алатау「ｻﾞｲﾘｽｸ･ｱﾙﾀｳ平野の水理地質断面

図」 

コピー KAZGIIZ 

47 ТОО«Энергохолдинг» LTD Сейсмоусиление здания 

городского перинатального центра (корпус №17) 

г.Алматы「有限会社 Energoholding ltd.; ｱﾙﾏﾃｨ市市立

perinatal ｾﾝﾀｰ(第 7 棟)耐震補強」 

コピー Akimat 建設局 

48 Исследования сейсмостойкости сооружений и 

конструкций 「建造物と構造の耐震研究 2001」 

冊子 KazNIISSA 

49 Исследования сейсмостойкости сооружений и 

конструкций 2006「建造物と構造の耐震研究 2006」 

冊子 KazNIISSA 

50 Шкала для оценки интенсивности землетрясений 

MSK-64(К) 「MSK-64 による地震震度評価スケール」

 

冊子  
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51 Строительство в сейсмических районах 

「地震地域における建設」 

冊子 KazNIISSA 

52 Жилые здания 「住居」 冊子 KAZGOR（法規書販

売所） 

53 写真 写真 Almaty City 
rescuer service 051
 

54 The Republic of Kazakhstan 地図 防災局 

55 План подготовленности города Алматы к природным 

катастрофам 

(Almaty Natural Disaster Preparedness Plan) 

図書 

（小） 

防災局 

56 Доклад о глобальных катастрофах 

「グローバル災害の報告書」 

冊子 防災局 

57 Перечень государственных организаций системы 

департамента здравоохранения г. Алматы 

「アルマティ市保健局システム国家機関リスト」 

ｺﾋﾟｰ 防災局 

58 Список учреждений и организаций культуры г. Алматы 

「アルマティ市文化施設、組織リスト」 

ｺﾋﾟｰ 防災局 

59 Перечень пунктов сбора пострадавшего города Алматы 

「リスト：アルマティ市被災者集合場所」 

ｺﾋﾟｰ 防災局 

60 Палаточный городок пункта сбора санитарных потерь 

「怪我人用テント村」 

ｺﾋﾟｰ 防災局 

61 Палаточный городок пункта сбора оставшихся без крова

「家屋を失った人用テント村」 

ｺﾋﾟｰ 防災局 

62 План размещения пункта сбора безвратных потерь 

「死者収集所配置図」 

ｺﾋﾟｰ 防災局 

63 ТОО КАЗГИИЗ 

見積書「KAZGIIZ」 

書類 KAZGIIZ 

64 Среднемесячная и среднегодовая температура воздуха 

「月平均・年平均気温」 

Месячные и годовые суммы атмосферных осадков 

「月間及び年間降水量」 

ｺﾋﾟｰ Kazigidromet 

65 Проблемы обеспечения сейсмической опасности 

Казахстана 

「カザフスタン地震安全保障における問題点」 

 

ｺﾋﾟｰ、 

抜粋 

地震研究所 
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66 Последствия сильных землетрясений「強震結果」 ｺﾋﾟｰ、 

表紙 

地震研究所 

67 Ашахабадское землетрясение. 1948 г. 

「アシャハバード地震、1948 年」 

ｺﾋﾟｰ、 

表紙 

地震研究所 

68 Вирненское землетрясение 28 мая (9июня) 1887г. 

「ﾋﾞﾙﾈﾝｽｸ地震、1887 年 5 月 28 日(7 月 9 日)」 

ｺﾋﾟｰ、 

表紙 

地質研究所 

69 Землетрясение северных цепь Тянь-Щяня 

「天山山脈北部連峰地震」 

ｺﾋﾟｰ、 

表紙 

地質研究所 

 

70 ｱﾙﾏﾃｨ市 6 区の人口と面積 ｺﾋﾟｰ 防災局 

71 緊急事態省組織図 ｺﾋﾟｰ 緊急事態省ｱﾙﾏﾃｨ支

局 
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カザフスタン国「アルマティ市地震防災対策計画調査」事前調査（Ｓ／Ｗ協議） 
現地事前調査報告書 

 
 
１．調査期間 ：２００７年２月１９日～３月１６日 
 
２．調査団員 ：三村 悟（団長） 
（別紙１参照） 寺西 章裕（防災行政） 

野村 陽子（調査企画） 
北嶋 秀明（地震防災計画） 
渡部 義昭（ＧＩＳ・ハザードマップ） 
塚本 哲 （地震防災リスク評価／地盤） 
小泉 伸容（構造物被害・耐震） 
小林 淳子（通訳） 
 

３．調査日程 ：別紙２参照 
 
４．主な面談者 ：別紙３参照 
 
５．調査概要 ： 
今次事前調査は、アルマティ市の地震防災対策に関する開発調査について、カザフスタン国政

府関係者、アルマティ市関係者との協議（Ｓ／Ｗ，Ｍ／Ｍ署名）と、アルマティ市の関連部局や

民間会社を含めた関係機関の訪問・調査や現地踏査を行い、本格調査にかかる枠組みを確認した。 
 

（１） 本格調査内容 
目  的：アルマティ市の地震動による直接被害の低減 
対象地域：アルマティ市 
調査期間：約１９ヶ月（２００７年７月頃の調査開始を予定） 
内  容：フェーズＩでは、地震動による被害想定を行うため、関連する資料及び情報収集を行

い、ＧＩＳシステムによるハザードマップとリスクマップを作成する。 
フェーズＩＩでは、アルマティ市がすでに独自に策定し、実施を始めているアルマテ

ィ市防災計画を基に、これらを実施するためのより実践的な地震防災対策に関する計

画を策定する。また、パイロットプロジェクトとして、モデルコミュニティを選定し、

住民レベルでの防災啓発・教育・訓練を実施し、本格調査終了後、他のコミュニティ

への普及につながるよう提言を行う。 
 
（２）Ｓ／Ｗ、Ｍ／Ｍ協議（２月２６日から３月１日） 
事前調査団は携行したＳ／Ｗ案に基づき、カウンターパート機関となるアルマティ市の防災局

（Department for Mobilization, Preparation, Civil Defense, Prevention and Liquidation 
Organization of Emergencies and Disasters）と協議を行い、調査内容に関し合意に至ったため、

３月２日にアルマティ市防災局を含む各局の統括であるアルマティ市長と事前調査団三村団長と

の間で本格調査実施にかかるＳ／Ｗ及びＭ／Ｍ（協議議事録）の署名・交換を行った。 
主な協議内容は以下のとおりである。 
 
Ｓ／Ｗ 
１）Scope of Work について 

先方より、地震マイクロゾーニングの実施、地震被害予測のための統一情報コンピューター

システムの構築、地震による地すべり予測および低減策の策定、二次災害の予測と予測マップ

作成および二次災害防止のための提言、地震による土石流の予測と危険度予測、日本のハイテ

ク技術導入と適用、コンピューターによる啓発システム（例：地震体験ゲーム）からなる７つ
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の提案を受けた。上記提案については、現地調査前に配布した質問表の回答としてＪＩＣＡ連

絡事務所を通じて受領したものと同一内容であるが、要請書内容とはかけ離れていること、地

すべり・土石流の予測だけでひとつの開発調査として成り立ち、規模が大きすぎることから、

本格調査では扱わない旨を伝え、基本的に合意を得た。マイクロゾーニングについては、フェ

ーズ II でパイロットプロジェクトを行う地域については実施することになるので、これをカザ

フスタン側で市内各地域に拡大する努力をすべきであると伝え、理解を得た。また、地震によ

る土石流に関する調査については、現存するダムを公共構造物のひとつとして耐震強度やスペ

ックを調査に含める方針であることを伝えた。 

 
２）アルマティ市側負担事項について 
 負担事項の責任機関として、アルマティ市を代表してアルマティ市防災局が責任をもって各

事項を遂行する旨、表現の変更について先方より依頼があった。直接のカウンターパート機関

はアルマティ市の防災局であることから、表記の変更に応じた。 
 

Ｍ／Ｍ 
１）案件名について 

調査対象地域がアルマティ市であることを先方との間で確認し、案件名（英語標記）と調査

内容の整合性については、調査内容に合う形で変更したい旨提案し、先方より合意を得、Ｍ／

Ｍで確認した。 
 なお、案件名については、下記のとおりである。 
 新）カザフスタン国「アルマティ市地震防災対策計画調査」 
   The Study on Earthquake Disaster Risk Management for Almaty City in the Republic 

of Kazakhstan 
 旧）カザフスタン国「アルマティ地震防災対策計画調査」 
   The Study on Earthquake Disaster Risk Mitigation for Almaty in the Republic of 

Kazakhstan 
 
２）防災用語の定義について 
英語とロシア語の翻訳に際し、解釈の違いから直訳できない防災用語が存在することより、

お互いの理解の相違による混乱を避けるため、本格調査開始時に用語の定義について確認を行

うことで合意し、Ｍ／Ｍで確認した。 
  
３）ステアリングコミッティーについて 
 ステアリングコミッティーの位置づけ及び役割について説明を行い、メンバー対象となる機

関の提案を行った。当初、先方からは中央省庁をメンバーとして含めることに難色を示してい

たが、今後の援助要請先（ドナー国や機関）に関し可能性を広げるためには、中央省庁の関係

を無視することは困難である旨伝え、基本的に理解を得た。また、アルマティ市がステアリン

グコミッティーの委員長となるが、先方より開発調査と深く関わる局として、カウンターパー

ト機関である防災局と経済予算計画局（Department of Economic and Budget Planning）を明

記してほしい旨要望があったため、これに同意し、Ｍ／Ｍで確認した。 
 

４）カザフスタン国側負担事項について 
 アルマティ市側の負担事項として、調査団の事務所スペース、電話（国内・海外）及びイン

ターネット環境の確保、また、調査団員につき最低１名以上のカウンターパートの配置を明示

した。先方負担事項については、限られた予算の中から上記の要請を受けることは困難との発

言があったが、開発調査は一方的な日本の事業ではなく、2 国間の共同事業であり、先方につ

いても相応の負担が不可欠である旨を伝え、基本的に理解を得た。なお、調査団の事務所スペ

ースについては、3 月中に回答する旨をＭ／Ｍで確認した。 
 
５）予算について 
 開発調査期間約１９ヶ月に対し、約 2 億 8000 万円の予算とするが、今後の調査過程や日本
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側の予算計画時において変更が生じる旨を伝え、Ｍ／Ｍで確認した。 
 
（３）主な調査事項 
 １）アルマティ市自然災害防災計画 
  2004 年に策定されたアルマティ市自然災害防災計画は、アルマティ市防災局や関連局・機関

を中心に、被害軽減に向けた取り組みを行っていることを確認した。以下に、代表的な例を挙

げる。 
構造物の耐震化については、教育施設及び保健医療施設の耐震強化計画が実施されており、

年間約 2 億円の予算が国と市から拠出されている。新設の学校については、耐震基準にそって

設計・施工が行われ、現存する学校（非耐震構造）については、鉄骨によって柱・梁が補強さ

れていた。 
  災害発生時の緊急対応については、アルマティ市の直轄下にある「０５１」（レスキュー隊）

に災害対策本部（Crisis Center）が設置され、アルマティ市長ほか各局の幹部及び分野別民間

会社からなる機構の責任者が集まり、対応を検討し指揮する体制が確立されている。Crisis 
Center では、地上のすべての通信システムが不通になっても、自家発電により中央省庁をはじ

めとするすべての重要機関に通信可能であり、数週間の滞在ができるよう貯蔵庫も完備されて

いる。万全の体制で災害に対応できるよう、民間防衛の研修やワークショップなどが定期的に

開催されており、防災に関わる職員については、研修参加が義務付けられている。 
  防災啓発活動については、国家として「生活安全」のコースの設置を教育機関（小・中・高

校、大学）に義務付けており、各学校には災害対応マニュアルが存在する。学校長の責任の下、

各教員には災害時の役割が割り当てられており、防災責任者の学校長及び教員には、定期的に

防災研修の受講が義務付けられている。研修は非常事態省アルマティ市局で行われる。学校訪

問では、生徒による地震発生時の対応における訓練を見学した。教員の地震発生合図に合わせ

て、瞬時に机の下にもぐるという行動が生徒全員に行き渡っており、防災教育の質の高さを確

認した。 
  
 ２）ＵＮＤＰ「Local Risk-Management in Earthquake Zones of Kazakhstan」 
  UNDP は政府機関（非常事態省）、他ドナー（UNIFEM、USAID など）や現地 NGO と共に、

2005 年度より地震頻発地域において防災対策プログラムを開始した。フェーズ I では、住民啓

発のためのテキストや冊子、チェックシートなどを作成し、また、医療施設向けのテキストも

作成し、防災意識向上のための普及活動を行った。フェーズ I については、2006 年度に終了し

たが、引き続き現地 NGO によって、USAID の援助により防災教育が行われている。現在、フ

ェーズ II では、もっとも大きな被害が予想されるアルマティ市及び周辺地域について、リスク

マップの作成や建物の耐震化に関する調査を行っている。 
2007 年 6 月頃にはフェーズＩＩの調査結果が成果品としてまとめられる予定である。予算規

模や調査内容を確認する限りでは簡易なものと予想されるが、本件調査の基礎資料となること

は必須である。UNDP 側からは、本調査をベースラインとして当該分野の調査を継続してほし

いとの希望があった。本格調査ではＵＮＤＰの成果品も参考にした上で、さらに完成度を上げ

たリスクマップ作成に取り組む予定であることを伝えた。また、フェーズ I で住民啓発のため

のテキスト作成や教育・訓練に関わった現地 NGO とも話し合いを持つことができ、本格調査

のフェーズ II で行うパイロットプロジェクトにおいて、住民啓発活動の再委託先として活用で

きる可能性が高いことを確認した。 
 
（４）懸念事項 
 １）データ、資料の使用権について 

関連機関との訪問・調査を進めるにあたり、データや資料の使用権に関する問い合わせが先

方に対しあった。先方からは関連機関に対し、資料の提供を命令、強制する権限がないことか

ら、本事項に関して解決策を JICA 側に依頼してきた。本来は、カウンターパート機関である

アルマティ市及びカザフスタン政府の問題であり、解決してもらうべき事項であるが、先方の

みの権限では解決困難であることが予想されるため、JICA としても国際援助窓口である経済予
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算計画省より各関係機関に協力を促してもらうなど何らかの手段を講じる必要があると考えら

れる。また、市場価値のある情報に関しては、購入するということも一手段として念頭に置く

必要があるかと思われる。 
 
６．団長所感： 
今次調査では、アルマティ市の地震防災に関する開発調査について、カザフスタン国政府関係

者、アルマティ市関係者との協議、関連機関訪問等を行い、本格調査実施にかかる S/W およびミ

ニッツをカザフスタン側と署名・交換した。 
 
本格調査の内容については、アルマティ市を対象地域として地震動による直接被害を低減する

ことを目的として、フェーズ 1 としてデータ、情報収集とハザードマップ、リスクマップの作成

を、フェーズ 2 としてアルマティ市がすでに策定し実施を進めている防災計画をベースとして、

これを実施するためのより実践的な地震防災に関する計画を策定することとした。また、調査中

にモデル地域におけるコミュニティ防災のパイロットプロジェクトを実施することとした。 
今回、関係機関やアルマティ市内の学校などを訪問する中で、アルマティ市では上記の防災計

画に基づいて学校の耐震化や児童への啓発、また老朽化した一般建物の取り壊しを行うなど、防

災計画はある程度、現実に運用されていることが確認された。一方でアルマティ市内には耐震建

築となっていない建物や橋梁などのインフラも多い。また、市関係者の地震防災への意識も必ず

しも十分ではない。本格調査においてはアルマティ市の現状を精査し、各調査項目について実践

的な提言をまとめることとした。 
 
アルマティ市側は、調査内容の協議がある程度進んでから、マイクロゾーニングの実施や地震

に伴う土石流の予防、コンピューターシステムの供与など、要請書には記載のない 7 項目につい

て、本件調査で取り上げることを求めてきた。これらは今年 1 月に武市企画調査員にも提示があ

ったものである。当方からは、これら項目は地震動による直接被害を提言するという目的から見

ると調査の内容に組み入れることは適当ではない、ただしマイクロゾーニングについてはパイロ

ットプロジェクトのモデル地域で実施し、あわせて市内他地域への普及策も提案する予定である

と説明した。また、アルマティ周辺には 7 ヶ所のダムがあるとのことで、これらの仕様、耐震強

度などについて公共構造物の調査として本件開発調査の中に含むことを検討する。 
 
アルマティ市として日本の技術協力を受けるのは初めてのことであり、本格調査の進め方や先

方負担事項等について多くの疑問や相談が投げかけられた。限られた予算の中でカウンターパー

トを配置し、調査団に部屋を用意することは困難であるとの発言もあったが、当方より、開発調

査は両国による共同事業であり、わが国から一方的に供与するものではなく、カザフスタン側で

も相応の負担が不可欠である旨を伝え、基本的に理解は得られた。調査団の部屋については 3 月

中旬までに先方から回答する旨をミニッツでも確認した。 
また、ステアリングコミッティーについては、予想したとおり中央政府機関などを含めること

に市側は当初難色を示したが、今後本格調査結果を具現化するにあたって中央政府やドナーの資

金を考慮するのであれば、中央政府の関与は不可欠であること、また災害発生時には市政府だけ

での対応は困難であることなどを説明し、経済予算計画省、非常事態省および地震研究所や建築

委員会などを含めることで合意し、ミニッツで確認した。 
 
地震防災の分野では、UNDP が政府機関、他ドナーや NGO などとも連携して、アルマティ市

および周辺地域についてハザードマップ作成や建物の耐震化に関する調査を行うとともに、住民

啓発のための資料、テキストなどを作成している。このプログラムは 2007 年で終了予定である。

UNDP 地域事務所を訪問し意見交換したところ、今後 JICA が UNDP の協力をベースラインと

して当該分野の協力を継続することを希望するとのことであった。ハザードマップについては地

質情報などを含まない簡易なものと推察されるが、数ヵ月後にまとめられる成果品は、本件調査

の基礎資料とすることができよう。また、UNDP のプログラムの中で住民啓発のテキストを作成

した NGO とも意見交換したが、この NGO などはパイロットプロジェクトを行う際に再委託先
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として活用することも考えられる。 
 
今回、アルマティ市との協議の中で、企業化された政府関連機関からの資料提供については先

方が使用権について懸念している、アルマティ市としてはこれら機関に対して命令したり強制し

たりする権限はなく、調査団から内々の根回しをする、あるいは日本政府として働きかけを行う

ことで解消して欲しい、との発言があった。仄聞したところによれば、当国で実施している他の

開発調査でも同様の問題が発生しているとのことである。これについては、一義的にはカザフス

タン国内部で整理すべき問題ではあるが、実際にはアルマティ市に問題の解決は困難であろう。

経済予算計画省などを通じて、これら機関に対して調査への協力を促すとともに、地質データな

どの市場価値のある情報については、ある程度の購入代価を支払うことはやむをえないと考えら

れる。いずれにせよ、このような問題は本件調査に限らずこれから技術協力事業を行う上で毎回

発生するものであり、大枠を先方政府との間で協議しておく必要性を強く感じる。 
 

以上 
 
別添資料： 
Ｓ／Ｗ、Ｍ／Ｍ（コピー） 
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別紙１ 
 
事前調査団の構成 
 
氏名（官団員） 担 当 所  属 派遣期間 
三村 悟 総括 JICA 地球環境部第三グループ（水資

源・防災）防災チーム チーム長 
2 月 20 日～3 月 2 日 

寺西 章裕 防災行政 アジア防災センター 主任研究員 2 月 19 日～3 月 2 日 
野村 陽子 調査企画 JICA 地球環境部第三グループ（水資

源・防災）防災チーム ジュニア専門員 
 

2 月 19 日～3 月 12 日 

 
役務団員 担 当 所 属 派遣期間 

北嶋 秀明 地震防災計画 ETRA 環境技術研究所 2 月 20 日～3 月 12 日 
渡部 義昭 GIS・ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯ

ﾌﾟ 
有限会社沿岸測量技術研究所 2 月 20 日～3 月 12 日 

塚本 哲 地震防災リスク

評価／地盤 
国際航業株式会社 2 月 26 日～3 月 16 日 

小泉 伸容 構造物被害・耐

震 
（株）コンセイユ 2 月 20 日～3 月 12 日 

小林 淳子 通訳（ロシア語） 日本国際協力センター（JICE） 2 月 20 日～3 月 16 日 
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別紙２ 
調査日程 
 
 月 日 官団員 役務団員 
1 2/19（月） 【小林、野村】 成田発(10:00) JL951→ｲﾝﾁｮﾝ着(12:45)、【寺西】 関空発(13:00) OZ111→ｲﾝﾁｮﾝ着

(14:55) 
【寺西、小林、野村】ｲﾝﾁｮﾝ発(16:20) KC910→ｱﾙﾏﾃｨ着(20:05) 
10:00 アルマティ出張駐在官事務所表敬・説明 
11:30 アルマティ市副市長表敬 
12:00 アルマティ市防災局表敬、打ち合わせ 
16:00 非常事態省アルマティ地方支局表敬 

2 2/20（火） 

【三村、北嶋、渡部、小泉】成田発(18:10) JL789 → 北京着(21:20) 
【三村】北京発（00:30) KC888→ｱﾙﾏﾃｨ着（04：

15） 
【三村 T、寺西、小林】ｱﾙﾏﾃｨ発(09:35) KC851
→ｱｽﾀﾅ着(11:20) 

【北嶋、渡部、小泉】北京発(00:30) KC888→ｱﾙﾏ

ﾃｨ着（04：15） 
 
 

3 2/21(水) 

13:00 JICA カザフスタン連絡事務所訪問 
15:00 非常事態省国際関係局、非常事態準備

計画局表敬 
17:00 経済予算計画省投資計画局（援助窓

口）表敬 

【役務団員 3 名、野村】 
10:00 国立地震研究所訪問 
12:00 耐震工学研究所訪問 
（KazNIISSA） 
14:00 地質センター訪問 
16:00 アルマティ市防災局打ち合わせ 
18:00 団内打ち合わせ 

10:00 カザフスタン日本国大使館表敬 【役務団員 3 名、野村】 
10:00 建築・土木アカデミー（KazGASA）訪問 
12:00 水文気象センター訪問 
15:00 アルマティ水文地質国営会社訪問 
18:00 団内打ち合わせ 

4 2/22（木） 

ｱｽﾀﾅ発(15:40) KC854→ｱﾙﾏﾃｨ着(17:20)  
5 2/23(金) 09:30 アルマティ市現地視察（ヘリコプター視察） 

15:00 国連開発計画（UNDP）訪問 
18:00 団内打ち合わせ 

6 2/24(土) 09:00 現地踏査（新築の公営団地、小学校建設現場、耐震基準を取り入れた学校、耐震補強した学

校、取り壊し予定の建物及び道路橋） 
16:00 団内打ち合わせ 

7 2/25(日) 09:00 団内打ち合わせ（S/W、M/M） 資料整理 
10:00 S/W、M/M 協議（第 1 回） 
14:00 アルマティ市防災局人事・組織課 
17:00 団内打ち合わせ 

8 2/26(月) 

 【 塚 本 】 成 田 発 (10:00)  JL951 → ｲ ﾝ ﾁ ｮ ﾝ 着

(12:45)、ｲﾝﾁｮﾝ発(16:20) KC910→ｱﾙﾏﾃｨ着
(20:05) 

09:30 S/W、M/M 協議･修正（第 2 回） 10:30 アルマティ市建設局 9 2/27(火) 
14:30 No.051 統一管制サービス（Crisis Center）訪問 
19:00 団内打ち合わせ 
09:30 S/W、M/M 協議･修正（第 3 回） 10:00  10 2/28(水) 
14:00 Debris-flow Protection Service “Kazselezaschita” 
16:00 Scientific-and-Production Centre “Prognoz” and NGA《MAN & ELEMENT》 
19:00 団内打ち合わせ 
09:30 S/W、M/M 協議･修正（第４回） 
16:00 S/W、M/M（署名） 

10:00 Department of energy and Public Utilities 
14:00 国家建築建設管理（GASK） 

11 3/1(木) 

19:00 団内打ち合わせ 
09:30 現地視察（メデウダム他） 
15:00 S/W、M/M 署名 

10:00 地質学・地震学研究所（KazGIZ） 
14:00 上下水道国営会社（Bodokanal）  

12 3/2(金) 

【寺西】ｱﾙﾏﾃｨ（01:20）OZ5785→ｲﾝﾁｮﾝ(09:50)、
ｲﾝﾁｮﾝ（12:25） JL962→関空(14:05) 
【三村】ｱﾙﾏﾃｨ（19:00）KC８９７→ 
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17:00 団内打ち合わせ 
13 3/3(土) 現地踏査（建設工事現場、老朽化した建物、貯水池、河川ほか） 
14 3/4(日) 書類整理 資料分析・書類整理（打ち合わせ） 

【野村、小林】 
09:30 S/W、M/M の報告（防災局長） 

【北嶋、小泉】 
09:30 防災局 人為災害部 
11:00 防災局 動員･民間防衛部 
14:00  有 限 会 社 プ ロ ジ ェ ク ト 調 査 セ ン タ ー

「TRANSSTROIPROEKT」 
 【塚本、渡部】 

09:30 防災局 人為災害部 
11:00 防災局 動員･民間防衛部 
15:00 Aero アサヒ・コーポレーション 

15 3/5(月) 

18:30 団内打ち合わせ 
 【北嶋、小泉、小林（午後）】 

10:00 KazNIISSA 
14:30 Department of Building Seismic Resistant 
Construction Safety 
17:00 防災局 

 【塚本、渡部、小林（午前）】 
10:00 統一管制サービス「051」 
15:00 UNDP 
17:00 防災局 

16 3/6(火) 

18:30 団内打ち合わせ 
 【北嶋、小泉、小林】 

09:00 建設局 
10:30 住宅局 
14:30 建築・都市計画局 
16:00  Center of sciences about the Earth, 
metallurgy and enrichment 

 【塚本、渡部】 
09:00 Kaz Geo Cosmos 
10:30 地質研究所 
14:30 Firm Laton ltd. 
16:00  Center of sciences about the Earth, 
metallurgy and enrichment 

17 3/7(水) 

18:00 団内打ち合わせ 
18 3/8(木)  現地踏査（メデウダム、再開発地区ほか） 

 現地踏査（インフラ・ライフラインほか） 
資料分析・書類整理（打ち合わせ） 

19 3/9(金) 

18:00 アルマティ出張駐在官事務所報告 
20 3/10(土)  事前調査報告書及び本格調査業務にかかる打

ち合わせ 
 【北嶋、小泉】 

 
 【塚本、渡部、小林】 

 

21 3/11(日) 

アルマティ市防災局 
団内打ち合わせ 
【野村】ｱﾙﾏﾃｨ（06:10）KC909→ｲﾝﾁｮﾝ（14:40）、

ｲﾝﾁｮﾝ(17:10)OZ106→成田（19:30） 
【北嶋、小泉、渡部】ｱﾙﾏﾃｨ（06:10）KC909→ｲﾝ

ﾁ ｮ ﾝ （ 14:40 ） 、 ｲ ﾝ ﾁ ｮ ﾝ (17:10)OZ106 → 成 田

（19:30） 

22 3/12(月) 

 【塚本、小林】 
追加調査 

23 3/13(火)  追加調査 
24 3/14(水)  追加調査 
25 3/15(木)  追加調査 
26 3/16(金)  ｱﾙﾏﾃｨ→成田（ｲﾝﾁｮﾝ経由） 
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別紙３ 
面談者リスト 
 
１．アルマティ市 AKIMAT 
副市長 
Mr.Yakov ZAYATS Deputy governor of Almaty 
 
Department of mobilization preparation and extreme situations of Almaty city （防災局） 
Mr. Baurzhan ISKAKOV Director, Department of mobilization preparation 

and extreme situations 
Mr. Sergei KPMAROV Deputy Director 
Mr. Seit TULYBAEV Head, section of analysis and planning 
Ms. Zeinegul AZHFANOVA Head, section of emergency situation natural 

disposition 
Ms. Kymbat KARIEVA Head, section of personnel and office work 
Mr. Kairat DULIDABEKOV Head, section of man made disasier 
Ms. Djauhariya ABUOVA Main specialist 
Mr. Islam MAKUMBEKOV Main specialist 
Mr. Aidyn TEMESYEV Main specialist 
Mr. Aleksei CMYALOV Main specialist 
 
Department of business and industry （企業活動・産業局） 
Mr. Yerbol SHORMANOV Director 
Ms. Alfiya BALOVA Deputy Director 
Ms. Assel NASSYROVA Head, section of the external economic and cultural 

affairs  
 
Department of construction （建設局） 
Mr.  Kajimurat USENOV Director 
Mr. Kairat NURKADILOV Deputy Director 
Mr. Mazan SERGAZIN Deputy Director 
Mr. Murat KUNEV Head of section 
Mr. Temurhan ARYMBAEV Head of section 
 
Department passenger transport and automobile roads （旅客輸送・自動車道路局） 
Mr. Aitkazai ARYKBAEV Deputy Director 
Mr. Bekbolat KONURBAEV Head, section of development road network and 

infrastructure 
 
Department of energy and public utility （エネルギー経済・公共事業局） 
（訳者注：旧素ソ連諸国における「公共事業」とは、光熱、水道、交通、保健、住宅関係の諸事業を指す） 
Mr. Iuaiosh BEISEIBISYV Director 
 
Department of natural resources and regulation of nature management （天然資源・自然利用管理局） 
Mr. Sultaibek IBAKEJANOV Director 
Mr. Altai RAHIMBETOV Deputy director 
Mr. Ermurat ATABAEV Director, national natural park «Medeu» 
 
Department of preparedness activity, civil defense, organization, warning and liquidation of damages and 
act of God（動員準備、民間防衛、事故・天災の組織、予防、解消局） 
Mr.Erke ASPAMBETOV Director 
 
Department of architecture and town-planning （建築・都市計画局） 
Mr. E. NYSAMBAEV Deputy director 
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Department of dwelling （住宅局） 
Mr. Turuebei IZMAGAIBETOV Deputy director 
 
２．Ministry of emergency services of the Republic of Kazakhstan, Department for the Almaty city 
（緊急事態省 アルマティ地方支局） 
Mr. Uryi ILYIN Deputy warden of the Department for the Almaty 

city 
Mr. Sabii AIGAMBEKOV Deputy director of department 
Mr. Yrii IPYN Deputy director of department 
Mr. Nurlan DUGUGIEV Head, section of planning 
Mr. Murat ZHMATAEV Head, section of emergency reaction 
Mr. Cyrym SHARIPFANOV Head, section of population protection 
Mr. Tuzhuigavi MEDZHBETHEV Head, section of personnel  
Mr. Kanatbek SYDYKOV Head, section of warning 
Mr. Orab ZHREISHIN Main specialist, section of development Kazakhstan 

language 
Ms. Nataliya FEDOROVA Main specialist, section of communication 
Mr. Bagsslab PABLOV Senior officer 
Mr. Kanaibek SYDYKOV Head of section 
Mr. Tursynzazy MEDEIBEKOV Head of section 
  
 
Ministry of emergency （緊急事態省） 
Mr. Ablai SABDALIN Deputy minister 
Mr. S. GABBASOV Director 
Ms. H. KIM Press secretary of minister 
Ms. L. LUKPENOVA Head, international office 
Mr. A. SEIHANOV Head of section 
Mr. E. SULTANBAEV Director, scientific research institute of mineral 

colloid-dispersion 
 
３．Ministry of economy and budget planning （経済予算計画省） 
Mr. Samat SAGYNDYKOV Director, department of investment policy and 

planning 
Ms. Dibogul MAGERBAEVA Head of division 
 
４．Center of sciences about the Earth, metallurgy and enrichment （ヘリコプターによるプロジェクトサイト視

察に同乗） 
Mr. Pytr PLEKHANOV Deputy of general director 
 
５．GASK (national architectonical-construction control)（国家建築建設管理） 
Mr. Ardak KONTARBAEV Director GASK 
Mr. Erik BEISIMBAEV Director, scientific practical center 
Ms. SAulya JONKINA Deputy director, scientific practical center 
Mr. Azomat BAIKENOV Head, legal section 
Ms. Jurguli MUSTOIFINA Engineer, engineering section 
Ms. Tyliyna TYOI Engineer, engineering section 
 
６．Institute of seismology （地震研究所） 
Mr. Tanatkan ABAKANOV Director 
Mr. Anatorii LI Deputy director 
Mr. Nursorsek UZBEKOV Deputy director 
Mr. Anat BEISENBAEV Head, seismic experimental methodical experiment 
Ms. Lisa ESEKZEIPETOVA Head, section of international relations 
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 Head, section of international project 
 
７．KazNIISSAA（カザフスタン地震・建設・建築科学研究所） 
Mr. Marat ASHIMBAEV Director 
Yuly SHAHNOBICH Director of laboratory 
Mr. Vladimir LAPIN Academic secretary 
 
８．Center of geology （地質学研究所） 
Mr. Bulat RAKISHEV Director 
Mr. Aleksandr DARBADAEV Deputy director 
Mr. Sulim OZDOEV Deputy director 
Mr. Badim KOSHKIN Main research officer 
Mr. Bladimir BACHKAREV Head, laboratory of engineering geodynamics 
Mr. Kamysbek OTARBAEV Scientific secretary 
 
９．KazGASA （カザフスタン建築・土木アカデミー） 
Mr. Kamadiar KASEIOV Pro-rector of academically matter / professor 
Ms. Gulihara ABDRASILOVA Pro-rector of external constraint / professor 
Ms. Gauhar SADVOKAEOVA Dean / professor 
Mr. Kabduklagari KOURUZBALI Dean 
Mr. Oleg PYAK Dean 
Ms. Bibinur TAPEEIUEVA Professor 
Mr. Gelee BAKIROV Professor 
Mr. G. KISAMEUAN Professor 
Mr. Vstalii XAMYAKOV Professor 
Mr. Bekrimshad IEAUNEV Professor 
Mr. Dmitorii KIM Professor assistant 
 
１０．Prognoz  （学術予知総合研究所「プログノス」） 
Mr. Mukhatar KHAYDAROV Director 
Ms. Svetlana TULEYEVA Director, NGA «MAN ＆ELEMENT» 
 
１１．Joint-stock company ALMATY HYDROGEOLOGY 
Mr. Seisenbek MUSTAPHAEV Director 
Mr. Raxmabdll AYAZBAEV Deputy director 
Mr. Vladimir SMOLYAR Main hydrologist 
 
１２．Hydrometeorology research- and production center (カズギドロメット) 
Mr. Erdos KUBAKOV Deputy general director 
Ms. Olga ABRAMENKO Head of section 
Ms. Lidiya NIKIFOROVA Head, section of hydrologic forecast 
Ms. Svetlana SHVAREVA Director, hydro-meteorological center 
 
１３．School № 175 （2 月 24 日） 
Ms. Gauhar MANEKEEVA Director 
 
１４．School № 124 （2 月 24 日） 
Ms. Ludmila TOKTSAPBAIRA Director 
Ms. Uldash KURMANALIEVA Deputy director 
 
１５．Almaty City rescuer service 051 
Mr. Jeksenbai ABDULOV Deputy Director 
Mr. Nujan DJUMYBAEV Head, section of dispatching service 
Mr. Dauren ANLFSHEV Head, section of project management 
Mr. Evgenii VESOLOV Main specialist, section of programming 
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Mr. Valerii MAMLYASOV Main specialist, section of cartography 
Mr. Viktor KORYTEPEV Main specialist, section of cartography 
 
１６．Kazselezaschita 
Mr. Vadim VINOKHODOV Chief Deputy 
 
１７．KAZGIZ (Geotechnical and seismic researches for construction) 
Mr. Vladimir BELOSLYUDTSEV  
 
１８．Water Channel (State community enterprise) 
Mr. Vasily ZUEV  
 
１９．Limited liability company, design surveying center «TRANSSTROIPROEKT» 
（有限会社プロジェクト調査センター「TRANSSTROIPROEKT」） 
Ms. Tatiyana URAZGALIEVA Deputy director 
 
２０．Aero asahi corporation  
Ms. Raushan KALIKOVA Manager Almaty office 
 
２１．Firm Laton ltd. 
Mr. Edyge AUYELBEKOV Deputy director 
 
２２．Geoekbator ltd. （有限会社ゲオエクバトル） 
Mr. Viktor KOROSTELEV Director 
Mr. Iliya KOROSTELEV Deputy director 
 
２３．ドナー 
UNDP 
Ms. StelaianaNEDERA Deputy Resident Representative 
Mr. Alexandr KRAVCHUK Project manager 
Ms. Victoria BEIDALINA Program coordinator 
Ms. Inkar KADYRISANOVA Head, section of SD Unit 
Mr. Bakmut EHEXEMBUY Project assistant 
Ms. Svetlana TULEYEVA Director, NGA «MAN ＆ELEMENT» 
Ms. Ludmila BAKHAREVA Seputy director, «MAN ＆ELEMENT» 
Mr. Nuzlan PANZABEKOV Head6 department of disaster management, Red 

crescent of Kazakhstan 
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カザフスタン国「アルマティ市地震防災対策計画調査」 
現地事前調査報告書 

 
アジア防災センター 寺西章浩 

 
担当業務：コミュニティーレベルの地震防災対策計画及びパイロット・プログラム 
目標  ：実践的な地震防災対策に関する計画策定及びパイロット・プログラム実施のための調

査 
調査概要： 
１．先方の意向 
 イスカコフ防災局長：具体的な結果を出すプロジェクトを実施したい。 
 カマロフ副局長  ：住民教育の手法を学びたい。 
           主担当＝防災局民間防衛準備部 アジハノバ女史 
２．地震防災計画 
 現計画「アルマティ市の防災計画（2004）」の中に「アルマティ市地震安全対策総合計画」が

ある。また、ロシアのサンクトペテルブルグの事例をもとに作成された「Safety Town Almaty」
という計画があるとのことがわかった。 
【課題】 

(1) 現計画はよくできているが、実際の地方自治体の災害対応ではさらに、①セクション毎、

②地域毎の詳細計画が必要である。 
（ex. 日本では都道府県・市町村の地域防災計画に基づき、上記実施計画が策定されてい

る。） 
 (2) 「アルマティ市地震安全対策総合計画」及び「Safety Town Almaty」の入手が必要である。 
 (3) ライフラインの情報が入手できていないので、本格調査で入手する必要がある。 
 (4) 非常時対応備蓄計画、緊急輸送計画、避難場所及び運営計画を調査する必要がある。 
  (5) 大規模災害時の国・州からの支援を明確にする必要がある。 
 
３．コミュニティ防災 
 自助・共助を目的とした市民教育を年間 12 時間実施するといった住民啓発が上記防災計画に記

載されているが、事前調査ではアルマティ市としての活動実態が把握できなかった。Civil Defense
が住民主体の活動単位となり重要な役割を果たすと思われるが、その実態・実情についても明ら

かにできていない。 
 UNDP が住民啓発プロジェクトを実施しており、まもなくフェーズ II の報告がまとまるので、

内容を調査・研究する必要がある。 
 一方、NGO の”MAN & ELEMENT”がセミナーを開催したり、学校・病院・一般向けの教材を

作成するなど実践的な活動を行っている。「家庭でできる時常時対応チェックリスト」などは解り

やすいよい事例である。 
学校での防災教育は、生徒の反応は良く訓練の成果が伺える。また、教員の研修も行われてい

るとのことであった。防災教育の実施にあたって基本となるのは、①教材、②教員研修、③防災

訓練を通じた実践、の３要素であるが、具体的な教材や研修プログラムを入手できなかった。 
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【課題】 
(1) プロジェクトでは行政と住民が一体となった啓発活動とする必要がある。 
(2) UNDP の活動詳細を調査するとともに、内容や人脈の活用するための連携が必要である。 
(3)  MAN & ELEMENT の活動内容の詳細調査が必要である。 
(4) 学校での防災教育の詳細調査が必要である。また、学校はコミュニティーの一部であるの

で、保護者や地域と連携した防災活動の推進が必要である。 
(5) 災害ボランティアの有無や市民のコミュニティー防災組織・活動について調査する必要が

ある。 
 

以上 
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